
湿地に生える一年草。茎は直立してあまり分枝せず、高さ10-30cm。葉は対生し、柄がなく、長楕円形で、

長さ10-25mmになり、幅3-10mm、少数のとがった鋸歯がある。葉肉内に油点が散在し、葉をすかして見

ると、多くの小さな透明な油点が見える。これがシソの香りを出す。9-10月、上部の葉腋から長さ7-15mm

の細い花柄を伸ばし1花をつける。萼は鐘形で深く5裂する。花冠は白色筒形で長さ8-11mm、先は唇形と

なり、上唇は大きくて裂けず、下唇は3裂する。

新たな生育地が確認されている。瀬戸内側では少ない
が、内陸から日本海側にかけて多い。2020年版でBラ

ンクからCランクに変更した。

生育地である水田および休耕田の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、西宮市、三田市、豊岡市、養父市、香美町、新温泉
町、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

オオバコ科

兵庫県ランク…シソクサ
環境省ランク… －Limnophila  aromatica  (Lam.) Merr.


